
主 な 補 正 項 目
(単位:千円)

新
事 業 名 予 算 額 説 明 所 管 課

規

県単道路整備事業（落 982,800 落石事故再発防止検討委員会の提言を踏 土 木 部

石対策） まえ、緊急に必要な落石対策を実施 [道路維持課]

①道路斜面の総点検

正確な現地情報を把握するため、対

策済箇所を含め総点検を実施

［期間］Ｈ28～31

②落石対策工事

・大規模な落石が発生した３箇所の道

路斜面工事を実施

［期間］Ｈ28

［箇所］邑南町、津和野町、安来市

・６月に行った斜面踏査点検結果によ

り直ちに措置が必要な石の固定工を

実施

［期間］Ｈ28

［箇所数］24箇所



(単位:千円)

新
事 業 名 予 算 額 説 明 所 管 課

規

医療介護総合確保促進 249,374 医療介護総合確保促進基金を活用し、医 健康福祉部

事業［医療分］ 療従事者の確保対策等を推進 [医療政策課]

（国基金事業） ①医療従事者の確保対策

休憩室や院内保育所等の勤務環境改

善に資する施設設備整備、医師・看護

師等の宿舎整備を支援

②医療連携の推進・病床機能の充実

・まめネットの利用拡大のため、電子

カルテ等の整備を支援

・地域包括ケア病棟等の施設・設備整

備を支援

医療介護総合確保促進 41,000 医療介護総合確保促進基金を活用し、介 健康福祉部

事業［介護分］ 護職員の定着対策等を推進 [地域福祉課]

（国基金事業） ①介護職員の定着対策 [高齢者福祉課]

・介護職員の定着を図るため、介護職

員初任者研修の受講を支援

・介護施設等の職員が実務者研修を受

ける際の代替職員人件費を支援

・喀痰吸引等の研修に必要な備品整備

を支援

②就労環境の改善対策

介護施設職員の労働環境改善のため

介護ロボットの導入を支援

③介護職員の確保対策

介護の仕事に関する啓発イベントを

開催

施設入所児童支援事業 60,900 国制度の拡充を受け、児童養護施設等に 健康福祉部

入所している児童等に要する扶助費を増額 [青少年家庭課]

［拡充内容］

・職員配置の改善

・一時保護加算の創設

［負担割合］国1/2、県1/2



(単位:千円)

新
事 業 名 予 算 額 説 明 所 管 課

規

ＵＩターンしまね産業 50,940 申請数の増加を受け、ＵＩターン希望者 地域振興部

体験事業 の「産業体験事業」の補助枠を拡大 [しまね暮らし

・受入見込 129人 → 183人 推進課]

若年者雇用対策事業 7,688 申請数の増加を受け、若年未就業者の 商工労働部

「就労体験事業」の補助枠を拡大 ［雇用政策課］

・受入見込 ８人 → 19人

企業誘致のための各種 220,000 生産拠点化支援補助制度について、対象 商工労働部

助成事業 事業者数の変更による増額 ［企業立地課］

・２社 → ３社

野生鳥獣被害対策事業 10,298 ツキノワグマの出没件数が増加している 農林水産部

ため、緊急に住民の安全確保対策等を実施 [森林整備課]

・箱ワナ、クマ避けスプレー、注意喚起

看板を配備

・被害防止啓発ＤＶＤを制作し、小中学

校に配布

・ＧＰＳ器材を用いてツキノワグマの行

動調査を実施

原子力防災・安全対策 34,284 原子力災害発生時における安全かつ円滑 警 察 本 部

事業 な避難誘導を実施するためのシステム等を

整備

・避難優先の信号制御や規制情報の提供

等を行うシステムの整備

・災害弱者の搬送用車両の更新 ２台



(単位:千円)

新
事 業 名 予 算 額 説 明 所 管 課

規

江津地域拠点工業団地 12,430 第一期造成地の分譲率が８割を超え、今 企 業 局

整備事業（第二期） 後の分譲に備えるため、第二期造成の準備

に着手

［造成面積］137,640㎡（３区画）

［スケジュール］

・H28 概略設計

・H29 測量調査設計、用地取得

決算剰余金の活用によ 3,191,652 Ｈ２７年度の決算剰余金を活用し、県債 総 務 部

る県債の繰上償還 の繰上償還を実施 [財 政 課]
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（Ｈ２８．９月補正予算） （①－②－③） 

④決算剰余金の活用による県債の繰上償還

項　　目 金　額

（単位：百万円）

①Ｈ２７実質収支（繰越金） 

②Ｈ２８当初予算計上済みの繰越金

③補正予算財源

・今後の補正予算に計上予定

・Ｈ２８．９月補正予算

・Ｈ２８．５月補正予算


